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巻頭言
会長　須藤　正起
会員の皆様こんにちは。平成２６年に入り、第１号となる県視協通信ですが、本誌の発行が年度末になるということもあり、慌ただしいなか読まれている方も多いのではないでしょうか。
　会長という任に就き、初めて経験することも多く、日々が追われるように過ぎているように思います。なかなか個人的に出かけることが難しく、用事のついでという形でしたが、年明けに久能山東照宮へお参りし、今後の事業展開や監査等問題無く進められるよう祈願して参りました。ご存知の方も居られると思いますが、徳川家康公の神廟が山頂にあり、その右手にある樹齢約３５０年、３代将軍徳川家光公当時に植樹された杉の木「金のなる木」に賽銭を投じ県視協の財政についても祈願して参りました。神頼みでどうにかなるものでもありませんが、段差が不揃いな石段を足腰の弱い家内となんとか登っただけのご利益はあればいいなと思います。おみくじは中吉と微妙な感じでしたが、横で凶を引いた家内よりはましという気持ちと気負わずに自分の歩幅で頑張っていこうと良いように解釈することにしました。もうすぐ徳川家康没後４００年。
足腰に自信のある方は、下から１１５９段を含め参拝してはいかがで

しょうか。今回、私はロープウェイに乗りましたが、もう少し体力作りをして、下からの石段に挑みたいと思います。
　会員の皆さんの話を聞くと、歩こう会に参加されている方、毎日１時間は歩くという方、定期的にスポーツを行っている等、健康に気をつけておられる方が多く、昨年行われた「ニュースポーツ普及事業」へも多くの会員が参加され、健康に対する意識の高さがうかがえます。今後も自発的な運動を促進するために、新年度へ向けて各事業内容の見直し等も行いたいと思っています。一人でも多くの方に、事業へ参加していただけるようご意見等お寄せいただければ幸いです。結びに新年度も会員の皆様のご協力をお願いしご挨拶とさせていただきます。
進む点字図書館の改革

県視協事務局長　蓮池悟志

いま県視協が最も力を入れて取り組んでいる課題の一つが静岡県点字図書館の改革です。それは、図書館が単なる図書の貸し出しや図書製作施設ではなく、視覚障害者の生活に密着した幅広い情報提供施設として、もっと多くの視覚障害者に利用し易い施設になって欲しいという、
視覚障害者の声を反映したものです。しかし、所詮運営受託者ではない県視協の立場では、年に一度の図書館運営委員会だけで成果を上げるにはあまりに時間的な制約が大きく、改革は遅々として進みませんでした。
　その図書館の改革が動き始めたのは、平成17年度に運動の主目標に掲げた「視覚障害生活支援センター」の実現案でした。この提案が「図書館あり方検討委員会」の設置につながり、平成18年から2年にわたって点字図書館のあり方についての検討が行われました。
　その結果『静岡県視覚障害支援センター』の設置と、当事者職員の採用につながったことは、既に会員のみなさまにはご承知のことと存じます。しかし、残念ながら、支援センターの設置根拠があいまいで、図書館の中にセンターを設置するという、いわば主客転倒の形でセンター事業が開始されたため、支援センターの自主性が発揮できず、図書館の機能強化にも、図書館自体の改革にも何らの影響も与えませんでした。
この点は、あり方検討委員会が反省すべき点の一つではないかと思います。
　一方、あり方検討委員会におけるもう一つの改善点は運営委員会の強化でした。すなわち、年に１回だった運営委員会を３回とし、委員長に学識経験者を充てるというものです。
いま、この運営委員会が中心になって改革の方向性を探っています。昨年会員全員に配付して周知を図った「視覚障害サポートセンター静岡」も、この運営委員会に県視協案として提案し、検討を委ねました。
　こうしたおおよそ10年にわたる図書館の改革努力が、ようやく実現に向けて動き始めています。その具体的な動向の一つが、昨年7月に県が全国の点字図書館を対象に実施した「点字図書館等視覚障害者情報提供施設および視覚障害者支援事業の実態調査」です。この調査は、全国77館を対象に、委託側の行政を対象に行ったもので、近年にない貴重な調査として充分評価に値するものです。それだけではなく、県当局にとっても、全国の図書館の現状を認識する好材料になりました。上記の調査を踏まえて行った3箇所の先進的な図書館の現地調査で、情報センター化の現実を目の当たりにして、改革の必要性を認識するに至ったとみられるからです。
　以下に、県が提案している「点字図書館の今後の方向性」と「調査結果を踏まえた考え方」について概要をご報告して、現状を知っていただく一助にしたいと思います。
配付した「視覚障害サポートセンター静岡」と比較しながらお読みいただくと、私たちの主張との一致点を理解しやすいと思います。
［注目点には◎を付けました。］
【点字図書館の今後の方向性】　
　人員の増加、予算の増額は厳しい状況にあるため、視覚障害当事者のニーズをもとに、先進的な取組み事例を参考にして、限られた予算の範囲内で可能な事業を積極的に展開し、機能強化を図る。
◎併せて、点字図書館と視覚障害支援センターの統合を図る。
【強化すべき役割】
＜点字図書館＞
① 業務の見直しを行い、継続すべき事業と廃止するべき事業の評価
◎② 点字図書館の業務に加え、視覚障害者向けの情報支援等について、視覚障害支援センターと協働で取り組む
◎③ 点訳、音訳奉仕員による情報支援等の協力
＜支援センター＞
① 視覚障害当事者のニーズを踏まえた、点字図書館との協働
② 各視覚障害者向け生活訓練や点字図書館利用者の状況等を一元的に情報管理
③ 利用者のニーズに応じたコーディネート
（考えられる事業例）
・ 来館者に対する点字、パソコン操作方法、日常生活用具の相談（点字図書館、視覚障害支援センター相互に協働して対応）
・ 障害のある人もない人にも点字図書館等を知っていただく機会づくり
・ 市町、医療機関、ハローワーク等との連携等
【調査結果を踏まえた考え方】
１　名称変更
千葉県や堺市のように、視覚障害者の情報提供や支援を行う施設をイメージできるような施設名が散見される。
（調査対象の77館中、36館（47％）が、施設名に「点字図書館」という名称を使用していない。）
◎点字図書館の本来業務だけではない、視覚障害当事者のニーズに応えるような視覚障害者情報提供施設にふさわしい名称にする。
２　人員配置
◎館長に視覚障害福祉に精通する人材を充てる。
予算規模の拡大が困難であることを鑑み非常勤嘱託とすることなどの検討が必要。
３　組織と事業
◎①点字図書館と視覚障害支援センターを統合（事業上は別事業）
②点字図書館部門と視覚障害支援センター部門を並列で設置し、相互に協働して視覚障害者の情報支援等の業務にあたる。
◎③視覚障害支援センターの職員を点字図書館の職員とすることで、財源の増額の可能性がある。
４　予算
点字図書館事業は身体障害者保護費負担金、視覚障害支援センター事業は地域生活支援事業費補助金を特定財源としているところが多く、本県も同様である。
◎① 現在の点字図書館と視覚障害支援センターの職員を合わせた専任職員として、身体障害者保護費負担金（５名→７名）の助成を受ける。⇒６名以上の職員についての国庫の加算のためには、厚生労働省との協議が必要で、必ずしも加算が認められるわけではない。
② 点字情報即時ネットワーク事業、点訳・音訳奉仕員養成事業、視覚障害コーディネータ関連事業は、引き続き地域生活支援事業で実施。
５　運営形態
・調査の結果、全体の41％が指定管理者、36％が補助金で運営されており、委託により運営している点字図書館は、12％である。
・指定管理制度は、当該地方公共団体に代わって管理、運営を行う
もので、管理を行うことができる団体は、特定の制約を設けない民間事業者も含むものとされている。
したがって、障害当事者団体による運営とならない可能性もあるとともに、管理運営の行使権限があるので、事業の効率化が優先化され、最低限の事業執行に終始する可能性もある。
◎引き続き委託契約で実施する。

６　受託先
・本県と同様、受託先を障害者団体としている点字図書館は７館。
・受託先が視覚障害当事者団体である点字図書館は24館と多いが、これらは事務局の体制が整っており、長期にわたり補助金によって主体的に運営されている。
◎現在の受託団体である（福）静岡県身体障害者福祉会の受託状況を検討のうえ、事業実施を適切に行える団体へ委託する。
【運営委員の立場からの今後の課題】
・点字図書館を誰もが日常的に利用できる身近な情報センターにするための改革は、急速に進展すると思われます。
・点字図書館と支援センターの改変・再整備にともなって、
事業の仕分けが行われ、情報提供施設への転換を目指した役割の分担と集中が考えられます。
・公共図書館の利用促進も検討されなければならない大きな課題です。
・受託団体としての要件をどのように整えるのか。
・職員の配置と人材の確保をどのようにするのか。
など課題は山積しています。今後の動向に注目してください。
　　　
　　　　　　　　　　　編集部からのメッセージ　　　　　　　　　　
１．日盲連から日々届くホットな福祉情報をあなたも読んでみませんか。携帯への配信も可能ですので、県視協事務局（０５４－２５１－８０９０）にアドレス登録の手続きを依頼してニュースをキャッチしてみられてはいかがでしょうか。
２．情報部長の望月さんのご尽力で、公益社団法人静岡県視覚障害者協会のホームページがリニューアルしました。会に関する様々な情報が掲載されていますので是非以下のアドレスにアクセスをお願いします。
http://www.shizuoka-kenshikyo.org/
　また、県視協のメーリングリストもご活用ください。情報交換に、
そしてお持ちのご意見の発表の場として皆様からの投稿をお待ちしております。
情報部長の望月昇さん　e-mail: nsysamoon@ma.tnc.ne.jp　までお申し込みください。
３．こちらも毎号お知らせしておりますが、三療業に携わっている皆さん、高齢化に伴う治療院での骨折、転倒、気胸などの事故が多発しています。訴訟の結果、何十万・何百万という患者側からの請求も増えているそうです。
県視協の会員なら、日盲連が団体契約している「鍼灸マッサージ賠償責任保険」に年間、数千円の費用で加入することができます。
会員ならではの特典を生かして安全対策を取るのもとても有効な手段かと思われます。
お問い合わせは日盲連（０３－３２００－００１１）まで。
お知り合いの非会員の業者にも是非伝えていただきたい情報の一つです。


　　　　　　　　　
盲導犬のことあれこれ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三島支部　杉山典行
　盲導犬について、知っておいて欲しいなと思うことを、盲導犬ユー
ザーが自分勝手な思い入れで書きます。お許しを。
「盲導犬」という文字を見ると、行きたい場所を伝えれば、勝手に目的地まで連れてってくれるって？そんなわけありません。実際には、ユーザーが、「右へ」、「左へ」など犬に指示を与えながら歩いています。そして、盲導犬はユーザーの少し前を、障害物を避けながら歩きます。
「進め」と言われても、周囲が危険な状況の場合は、その命令には従いません。例えば、車が走っている前を横断しようとして、「進め」と指示しても、決して動きません。つまり、盲導犬の仕事は、道案内ではなく、ユーザーの指示に従い、ユーザーの安全を確保しながら歩くことなんです。
　交差点を渡る時などは、盲導犬が信号の色を判断して誘導してくれるのではありません。ユーザー自身が判断して指示を出しているのです。よって、ときに信号無視をしても、それは決して、盲導犬のせいではありません。

　盲導犬は、道路の左側に沿って、ぎりぎりを歩きますので、左側通行です。また、点字ブロックは全く気に留めていません。よって、白状

使用者と一緒に歩こうと思っても、皆の団体行動を乱してしまうかも…。
　盲導犬を育てる施設は、北海道から九州まで全国で10団体あります。しかし、残念ながら団体ごとに、命令や、盲導犬の行動パターンが少しずつ異なっているようです。
周りの方は戸惑うこともあるかもしれません。
　盲導犬は全国で、1,013頭働いている（2014.1.1現在）そうですが、静岡県には、なんと49頭もいます。これは、全国でも、人口あたりの盲導犬の数としては、トップクラスです。つまり、街を歩いていて盲導犬と出会う機会はとっても多いのです。そこで、盲導犬に出会ったら、次の４つを守っていただきたいということを、周囲の方々にお伝えください。①犬に声をかけないで。②犬に触らないで。③犬に食べ物を与えないで。④犬をじっと見つめないで。の４つです。お願いします。
　次に、少し堅い話しですが、平成14年から施行された、「身体障害者補助犬法」を知っていますか。
　ここでいう、身体障害者補助犬とは、盲導犬、介助犬及び聴導犬の

3種類のことで、その目的は、補助犬を使用する身体障害者の補助犬の
利用を円滑にすることにより、自立や社会参加の促進を図ることだそうです。
概要は、大きく４つに分かれていると思います。
①補助犬を育成する、訓練事業者の義務に関する条文。
②補助犬の受け入れについて。例えば、公共団体などが管理する施設や不特定かつ多数の者が利用する施設の管理者は、「補助犬を同伴することを拒んではならない」などです。
③補助犬を使用する者に対しての条文。補助犬を使用する者は、「体を清潔に保つなど公衆衛生上の危害を生じさせないよう努め、また、その
補助犬が他人に迷惑を及ぼすことがないよう管理しなければならない」などです。
④都道府県・政令市・中核市は補助犬に対する苦情や相談の窓口の設置をしなければならない。
　注目すべきは、この法律では「施設の責任者は、補助犬を同伴することを拒んではならない」と書かれているだけだということ。
　まだまだ入店拒否の事例は多く体験しますが、盲導犬のことが広く知られてなくて、「実際にどのようにして、盲導犬を受け入れたらいいのかわからない」というケースのほうが多いのかなと実感しています。
もっともっと、啓発が必要だと感じます。
　また、受け入れ側の責任だけではなく、ユーザー、使う側の責任も明記しているので、これからも、衛生面など、きちんと管理をして、迷惑がかからないように充分手入れをしなければと改心しています。
　盲導犬のことについて、とりとめも無く書いてきましたが、やはり、私は盲導犬のユーザーになって幸運だと感じています。


　　　　　　　　　　　　　使えれば宝物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士支部　　望月そのめ
6年間使っていた携帯がここ1年ほど突然電源が入らないという症状が数回、メーカーから返って来ると使えるようにはなるのだが、さすがにそろそろ限界かなと、次の機種は何にしようか考えていた。もともとカメラもおさいふケイタイもワンセグも、電話とメール以外はほとんど使っていなかったので、らくらくホンベーシックでも良いかと思ってもいた。
そんなときドコモでもアイフォン市場に参入というニュースが流れ、
携帯会社のキャンペーンも始まった。
　スマホのタッチパネルは使えないだろうと思っていたものの、アイフォンなら音声で使える機能が沢山あるとのこと、ならばとアイフォン5を購入することにした。
ショップで手にしたマイ・アイフォン、「アイフォンの操作方法などは一切こちらではお教えできません。アップルショップに出向くか電話でご相談ください。」という店員さんの言葉、その上「電話帳もご自身でパソコンから移してください。」と。それでは電話も使えないと何とかねばって「では店舗にあるパソコンでお客様が操作をされるサポートをします。」との名目で店員さんに電話帳データだけは入れていただき、とりあえず一安心。　自宅に持ち帰りいよいよ1人で電源を入れてみる。
今までのような分厚いマニュアル本も無く、タップ・スワイプ？　思うように画面が動かない。何とか設定メニューで文字を大きくしたりコントラストを変えたりしたものの、キーボードは大きくならず、…IDに…パスワード？最初の挫折。それでも何とか電話とメールは使えるようになり、次はアプリのダウンロード。音楽やゲーム…？沢山あり過ぎて何を入れればどうなるのか？2度目の挫折。子供の手も借りてラインというスマホ同士なら無料で電話もメールもできるというアプリを入れ、
子供たちと気ままに連絡が取れるようになった。
チョッと余裕が出て来ると、Siri(シリ)という話しかけるだけで電話をかけてくれたりお店や情報を探してくれたり、話し相手になってくれるのではないかと思えるほど優しい機能があったり、マイクマークを押すと文字入力も音声でできたり、設定をボイスオーバーにすれば画面を音声で読んでくれたり、項目を音声で確認することもできる。
　内臓のカメラで写した物の色や種類、紙幣を教えてくれるアプリや、音声でナビをしてくれるアプリもある。東京都在住の64歳の全盲の男性は、ボイスオーバーや約60種類のアプリを使いこなし、アイフォン生活を満喫しているという記事を読んだ。
　とても真似はできないが私のアイフォンのトップ画面にも、ラジコやラジルラジル、乗換案内、天気防災速報、声ナビなど少しずつではあるがアイコンが増えている。　
画面をサッーとスワイプもほんのチョッとだけ様になってきたのでは？と1人でほくそ笑んでいる。
　そして、先日静岡駅でご一緒した全盲の方が切符を買うといわれるので券売機の前へ、何かお手伝いを…と思う間もなくその方は、どこかのボタンを押して音声を出し、あっという間に目的の切符を買ってしまわれた！もう何年前になるだろうか？
券売機がタッチパネルに変わり始めた頃、しゃべるんだよと耳にしたので富士駅に確かめに行ったことがある。若い駅員さんが一緒に券売機の前に出て来てくれ「行き先を押してくださいとか切符はまとめて出ますとかはしゃべりますが、視覚障害者用の音声はたぶん無いですね。」と言われやっぱりかと納得をしてしまったことがある。あれから何年も経っているのだから新しい機種に変わったのかもしれない。けれど気付かない所に点字があったり、音声が出たりと知っていれば、使い方が分かればとても便利な物が沢山増えて来ている気がする。
　知らなければそれまで、まずは情報を知って、使ってみて、使うことができたら本当に宝物になると思う。


　　　　　　　　　　　事務局からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◎前号でお知らせいたしました県視協通信のテープ版の発送は今号にて終了となります。平成２６年度より、音声CD版での発行とさせていただきますので、ご準備くださいますようお願い致します。
また、現在の県視協通信は、４媒体（点字・SPコード付墨字・音声CD・Eメール）ですが、受取り媒体の変更を希望される方は、４月末日までに、事務所までご連絡ください。
　【 知ってください！ 3月18日は「点字ブロックの日」】　　　　　
　記念日には祝日法によって定められた記念日のほかに様々な記念日がありますが、視覚障害に関わりのある記念日として11月1日の「日本点字制定記念日」と3月18日の「点字ブロックの日」があります。
　点字ブロックは、三宅精一氏(故人)によって、視覚障害者の安全歩行のために1965年に考案・開発され、2年後の1967年3月18日に、世界で初めて、岡山盲学校付近の交差点に敷設されました。
「点字ブロックの日」は、この日を記念して岡山県視覚障害者協会が2010年に申請し、認められた記念日です。
　私たち視覚障害者にとっては馴染み深い点字ブロックですが、残念ながらまだまだ、一般社会に充分認知されているとはいえません。日本工業企画によって企画の統一化が図られ、「バリアフリー法」によって設置が義務付けられたとはいえ、設置される場所は、中心市街地や公共施設などごく一部に限られています。毎年のように発生する駅ホームからの視覚障害者の転落事故の防止も、大きな課題になっています。また、せっかく敷設された点字ブロックの用途や目的が理解されていないために、ブロック上に自転車や看板などの放置物が置かれていて、かえって視覚

障害者の安全な歩行の妨げになっている箇所も多く見受けられます。
　静岡県中部バリアフリー推進協議会は「点字ブロックの日」をPRすることで、このような現状を社会一般に広く知ってもらうとともに、点字ブロックの普及を通じて視覚障害者の安全な歩行環境の実現をめざす活動を継続していきたいと思います。
　まず、バリアフリー社会の実現を図るための第一歩として、この記念日をみなさんの記憶に留めていただき、それぞれの地域で点字ブロックの必要性を訴え、その普及を進めていただくことが大事です。
◎点字ブロックは視覚障害者の外出にとって重要な情報源です。
　　みなさんも次のことに注意をしてください！
　☆ブロックの上に自転車や車を止めたり、物を置いたりしない。
　☆ブロックの上で立ち話などをしない。
※特に自転車は、歩行の妨げになるだけでなく、白杖がからまったり、車体が倒れかかってきたりして非常に危険です。
［静岡県中部バリアフリー推進協議会］
〒420-0856 静岡市葵区駿府町1番70号　
県総合社会福祉会館2F　　　　　　　　
(公社)静岡県視覚障害者協会事務局内　
電話／FAX 054-251-8090
　　　　　　　　　　　　　　編集後記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今から丁度１０年前に、浜名湖ガーデンパークでは世界的な花の祭典「浜名湖花博」が開催されていました。大盛況のうちに閉会を迎えたこの博覧会を記念して、１０年目の区切りにミニ博が開かれます。今回のイベントは、館山寺フラワーパーク（３月２１日スタート）と浜名湖ガーデンパーク（４月５日スタート）の２会場で、共に６月１５日まで開催されます。両会場とも夜のライトアップが企画されています。
咲き誇る花々や珍しい植物に触れ、また各地の食文化や様々な体験を通して１日を堪能されては如何でしょうか。
　原稿をお寄せいただいた皆様と校正や印刷に関わってくださった方々のおかげで、３月号の県視協通信も無事発行の運びとなりました。これがお手元に届く頃には、若葉の芽吹きと共に冬に代わって春が季節の階段を下降してくる頃かと思います。次号は６月の発行予定です。うららかな春の陽光が皆様の心の中まで浸透していくことを願いながら２５年度の通信を閉じることとします。　　　　　　　　　　　　　

市川健悟　　　　
住所　〒431-3121　浜松市東区有玉北町１５３８
電話　053-434-4140

e-mail oidashi@ka.tnc.ne.jp
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